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目指す学校像・育てたい生徒像（スクール・ポリシー等に基づいて記載する）  学校評価の公表方法  現

状
・
進
捗
度 

Ａ 十分に達成している。 （80%以上） 
１ 幅広い知識と豊かな思考により、課題に対する適切な判断力と柔軟な対応力を身に付ける。また、 

自らの探究により獲得した情報を論理的に伝達する表現力と発信力を身に付ける。 

２ 自己の在り方生き方を考え、自ら学び続ける姿勢を身に付ける。 

３ グローバルな視点に立ち、他者を尊重する心を持ち、多様な人と取り組む協働性と実践的なコミュニ

ケーション能力を身に付ける。 

 

ホームページを利用して公表する。 

 Ｂ 概ね達成している。  （60%以上） 

  Ｃ あまり十分でない。  （40%以上） 

  Ｄ 不十分である。    （40%未満） 

 

自己評価（分析、計画、取組、評価） 学校関係者評価（１２月２２日実施） 

番
号 

計画・取組 評価（３月２２日現在） ・忙しい毎日でしたが、とても充実した高校生活を送ることができたよう

です。ありがとうございました。 

 

・学校に立ち寄る機会がないので、アンケートの回答に困りました。毎

日、学校であったことの話を聞かせてくれます。他の周りの生徒が良く

できる中で、すすむスピードが速く、たくさんの課題があって「しんど

い」とよく言っています。しかし、それも試練であって、自治と自由を

目指す教育がなされているように感じています。健康で楽しみながら有

意義な学校生活であってほしいと願っています。 

 

・本校の特色である探究活動を支える先生方のご苦労は大変だと思いま

す。が、こんな風に発展してきていることを誇らしくも思います。常に

先生方の研修も積んでいただき、どの生徒さんにも公平に学ぶ機会が保

障されますことを願います。と同時に、探究する姿勢をより発展的にす

るために、小中学校での総合学習の充実が大事ではないかと感じていま

す。課題の見つけ方に始まり、探究方法を考えたり、実際に行動してい

く中で、より深く、より広く、より向上できるためには、それまでの積

み上げがあることが望ましいと思います。小学校ではある程度総合学習

を含めた授業で主体的な学びに取り組まれているように思います。古佐

中では楽しい自分たちで取り組む姿を授業の中で参観させてもらったこ

ともあります。現状、そのあたりが乏しい中学校に向けて、「そんな授

業をそんな生徒を橋高は求めています！」というように中学校に向けた

メッセージを発信してもらうことはできないものでしょうか？小学校、

中学校で、探究のミニ版を体験した上で、橋高での実践！となると素晴

らしい生徒さんたちの成長を観れるのではないかとおもいました。希望

します。 

重点目標 現
状 具体的取組 評価項目と評価指標 

進
捗
度 

進捗状況 今後の改善方策 

１ 

一人ひとりの能力や進路

希望に応じた指導が行える

よう、教職員が共通理解を

もって生徒の指導を行うと

ともに、確かな学力の定着

を図るため、自ら考え、自

ら学ぶ学習態度が身につけ

られるよう授業改善を行

う。 

Ｂ 

ＩＣＴを効果的に活用するととも

に、主体的な学びの実現に向けた授業

改善に取り組む。 

興味関心を高める工夫と学習活

動の振り返りを図る授業改善がで

きたか。 

Ｂ 

ＩＣＴ機器の活用を促し、主体的な

学びの実現に向けた授業改善に取り組

む教員が増加してきている。 

ＩＣＴ機器の有効な活用方法の促進

を進めているが十分ではないため、引

き続き検討が必要である。また、普通

科改革支援事業を軸に、生徒同士が協

働し、コミュニケーション能力を高め

ていく効果的な指導を目指す。 

普通科改革支援事業を軸に、グルー

プでの探究活動やプレゼンテーション

を重視した学習活動に取り組む。 

生徒が協働して取り組み、成果

を挙げることができたか。 Ａ 

対話し協働して取り組む機会が増

え、プレゼンテーション能力の向上も

見られた。 

教員の指導力向上を目指し、校内研

修、授業研究、校内公開授業、を実施

する。 

効果的な校内研修を数回、公開

授業を全教員が年 1 回以上実施で

きたか。 

Ｂ 

校長が講師となり、若手教員研修を

開催した。校内公開授業を大半の教員

が年 1 回実施できた。 

２ 

コミュニティスクールと

して、地域と連携した活動

を積極的に取り入れ、国際

理解教育やふるさと教育、

ＳＤＧｓ等の系統的な学習

活動に取り組み、生徒の実

践力を向上させる。 

Ｂ 

ＳＤＧｓの目標に沿った様々な活動

に積極的に参加する機会を充実させ、

課題解決型学習を行う。 

自ら課題を発見し、ＳＤＧｓの

目標を達成するための方法を考え

表現できたか。 

Ａ 

ＳＤＧｓの目標と照らし合わせて、

課題を模索・選択し、テーマについて

探究するための授業を実践できた。 

普通科改革支援事業を活用し、身の

回りの課題をＳＤＧｓと関連づけて考

える機会を設定し、探究することがで

きた。今後は、生徒が主体となって設

定テーマを深めることができるよう教

員の伴走方法の研究を進めることが必

要である。 

ボランティア活動の場を積極的に広

報し、参加を促していきたい。 

ユネスコスクールとして、海外の高

校生との交流を通じてグローバルな視

野を育成する。 

海外の高校生との交流活動等に

取り組み、学習テーマを深めるこ

とができたか。 

Ａ 

普通科改革支援事業も含めて、県

外、海外の高校生との交流活動等の機

会を増やすことができた。 

地域活動・ボランティア活動に積極

的に参加する機会を充実させる。 

生徒が積極的に参加することが

できたか。 
Ｂ 

ボランティア活動に多くの生徒が取

り組めた。 

３ 

他府県の高校生、大学・

企業等の関係機関と意見交

換を行い、プレゼンテーシ

ョン能力の向上を図るとと

もに、海外の高校生と交流

等をすることで、国際的な

コミュニケーション能力を

高める。 

Ｂ 

探究活動を軸に教科横断的な学習に

取り組み、課題を見いだし、校外との

意見交換やプレゼンテーションを行う

機会を充実させる。 

校外との意見交換やプレゼンテ

ーションの機会を何度持つことが

できたか。 

Ｂ 

探究学習において、地域の小学校を

はじめ、校外との意見交換やプレゼン

テーションの機会を増やすことができ

た。 

普通科改革支援事業もあり、海外で

はフィンランド等、国内では北海道の

高等学校との意見交換やプレゼンテー

ションの機会を複数回持つことができ

た。次年度は、教科横断的な学習の取

り組みを充実させたい。 
校内、国内での実践発表を繰り返し

た上で、海外との交流等を実施する。 

海外との交流等の機会を複数回

持つことができたか。 A 

フィンランド、台湾、マレーシア、

オーストラリアとの交流等の機会をそ

れぞれ持つことができた。 

 

学校名：和歌山県立橋本高等学校  校⾧名： 田中 克介 


